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今年も暑い夏となっております。このおたよりが届く頃には梅雨も
明けているかもしれませんが、学校では毎日のように暑さ対策をして
きました。体育の授業はプールを使用してきましたが、プールサイド
も暑く、水もけっこう温まっていたようです。
さて、２１日から子供たち待望の夏休みに入ります。外出制限もな

くなり、家族でお出かけを計画しているという児童もいるようです。
ぜひこの夏休みも、健康と安全に注意して生活してほしいと思います。

日 月 火 水 木 金 土

８／２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ９／１ ２

夏休みを振り ２年生 ６校時 夏休み作品展 夏休み作品展 夏休み作品展
返る会 開始 委員会活動
５時間授業

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

６年生社会科 ５年生社会科 読み聞かせ
見学 体験活動 クラブ活動

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

朝会(陸上大 市内小学校陸
会壮行会) 上競技大会
５時間授業

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
朝会(３年発表)

敬老の日 ６年絵手紙教室 １～３年生交 ふれあい紫広 秋分の日
地域学校保健 通安全教室 場（地域探検ウ
委員会 ォークラリー）
５時間授業

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

朝会(各ブロ 那須地区小学
ック別) 校陸上競技大

会

※８月末の「学校だより」の発行はありません。次回は１０月号(９月末発行)です。

一人一人が輝き たくましく生きる 子供づくり

学校だより
大田原市立紫塚小学校
令和５年度８・９月号
Ｒ５．７．２０
（文責：阿部）

１０月の主な行事予定

３日(火)那須地区音楽祭 ６日(金)前期終業式 ７日(土)～１１日(水)秋休み

１２日(木)後期始業式 １９日(木)市教育祭音楽会 ２１日(土)ＰＴＡ奉仕作業

２４日(火)２年生遠足 ３０日(月)４年生社会科見学 ３１日(火)１年生遠足

※ 予定は、今後変更になる場合もあります。その際はメール等
で御連絡いたします。

※ 各行事等の詳細については、学校からの文書や学年からの配
布物等で御確認ください。



那須地区学校体育連盟主催那須地区小学校大会
６月末から７月にかけて、那須地区小学校大会(球技大会)が開催されました。

学校対抗の大会です。本校からは、野球(奥沢小との連合)、サッカー、バレーボール、男・女ミニバス

ケットボールの部に参加しました。

どの部活動も、日頃の練習の成果を発揮して、那須地区(那須塩原市、那須町、大田原市)の学校と対戦

しました。汗を流して一生懸命にプレイする子供たちは、皆輝いていました。応援の保護者の皆さんの声も

子供たちの背中を押していました。

第２３回大田原市小学生相撲大会 ４年の部優勝 Ｓ．Ａ
大田原市４年生以下サッカー教室優秀選手 ４年 Ｆ．Ｓ

同 ４年 Ｗ．Ｋ
同 ４年 Ｋ．Ｒ
同 ３年 Ｋ．Ｋ

青少年健全育成に関する標語 最優秀賞 ５年 Ｉ．Ａ
青少年健全育成に関する作文 優秀賞 ６年 Ｓ．Ｋ
那須地区小学校大会ミニバスケットボール男子の部 優勝 紫塚小学校

子育てお手伝い（４）
今年の夏は、梅雨の期間中も暑くて熱中症が心配な日がたくさんありました。熱中症にならないため

には水分をしっかり取ることが大切ですから、子供たちは毎朝忘れずに水筒を持って登校して来ました。

ところで、私を含めて「昭和世代」「おじさん世代」「ベテラン世代」の時代には、普段は水筒を持っ

てくることが許されていない学校がほとんどでした。水筒を持ってきてもよい日は、遠足の日ぐらいで

したし、水筒の中に入れてきてもよいのは、水道の水か、お湯で出した麦茶を冷ましたものぐらいだっ

たように思います。しかも昔の水筒は今ほど保冷機能がなく、飲むときはいつもなまぬるかったように

思います。今のように氷を入れて冷たくすることもなかったですし、スポーツドリンクなんてそもそも

なかったと思います。（あったのかな～。）

でも、意地悪で禁止されていたわけではなくて、「冷たいものは体を冷やすから健康に良くない」とい

う考えが、その当時あったからだと記憶しています。

それでもわたしたち子供はみな、暑くて喉がカラカラになります。そこは今と同じです。ですから仕

方なくというか当然というか、当たり前のように、休み時間には水道の水をたくさん飲みました。休み

時間には水道に列ができます。いつまでも蛇口に取りついている友達には「早くしてよ」なんて言った

りもしました。

今、お話ししたように，普段の学校に水筒を持ってきていいかどうか、水筒の中身は冷たくていいか

どうかなど、その時代や世代によって経験したことや考えていることが異なっています。このような考

え方などの違いを「世代間の違い」とか「ジェネレーション・ギャップ」といいますね。

ところで、「冷たいものは体を冷やすからよくない」と健康のことを気遣って水道水だけを飲むように

すすめるベテラン世代の考えと、それとは逆に、「氷で冷やした水筒の水を飲んで熱中症を防ぐ方が大切

だ」という若者世代の考え…。どちらの方が健康的なのでしょうか。

ここでひとつ、むかしからこんなことわざがあります。「過ぎたるはなお及ばざ

るがごとし」。意味は、何事もやり過ぎてしまうことは、足りないことと同じよう

に、あまり良くないですよ、ということですね。

つまりどちらかの世代の言い分だけが良いということではなく、水道水をガブガ

ブ飲むのも、冷たいものばかり飲むのもほどほどにしましょうね。ということです。

夏休み中も暑い日が続くでしょう。水分補給は大切です。適度に水分補給をして

暑い夏を乗り切りましょう。


